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はじめに

• 発表はポスター閲覧のみで完結するよう作成してください。

• ポスターは5枚以内の画像ファイル(JEG/PNG)で作成、投稿してください

• ただし、ファイル添付機能を使って、補足資料として、音声や動画を追
加アプロードしていただくことができます。

• 質疑は投稿欄で行います。誰かがコメントを投稿すると、それがわかる
仕組みになっています。

• できるだけコアタイムの時間中に回答してください。

• ただし、10月13日までポスターサイトは閉じない予定でいますので、そ
れまでは引き続き質疑を継続することができます。
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投稿可能なファイルの制限事項

項目 内容

対応ファイル
静止画：JPEG／PNG、動画：MP4、音声：MP4 audio
※サムネイル表示はJPEG、PNGのみ対応
※画像の解像度は6048 × 4032 pixel 以内

ファイル容量 １ファイルあたり100MBまで。

投稿時の制限

1回の投稿で同時に５ファイルまでアップロード可能。
その場合は、ファイルの表示順に１ファイルずつ選択してください。
＊ポスターは縦型でも掲載可能ですが、PC の画面では横型ポスターの方が見や
すいため、複数枚に分割した横型ポスターを推奨します。

ダウンロード制限 投稿したファイルはダウンロードできません。
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【静止画JPEG／PNGのポスターについて】

• 16:9または4:3などのPCやタブレットの画面に合った縦横比（横長）のポスターを推奨します。
• 解像度は2K（約2,000×1,000pixel）～4K（約4,000×2,000pixel）程度を推奨します。

※縦長のポスターの場合、拡大やスクロールが必要になり見づらくなる場合があります。

【MP4（動画、音声）ファイルについて】

• 100MBを超えるファイルはアップロードできません。
※100MBを超える場合は100MB以内に分割してアップロードするか、動画共有サイト等にアップロード

しリンク先URLをポスターチャンネルに掲載ください。
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１．大会サイトへのログイン（LINC Bizアカウント登録）手順

③ 規約同意の上
クリック

1. LINC Biz システムから「招待メール」が送付されます。
2. 「招待メール」に記載のURLにアクセスし、LINC Bizアカウントの登録を行います。
3. アカウント登録後「ログインページへ」ボタンをクリックするとログイン完了です。

＊すでに他学会で Linc Biz アカウントを登録済の場合、登録済のアカウントでログインします。

【 LINC Bizアカウント登録サイト】

② パスワード設定

④ クリック

【大会サイトにログイン】

ログイン後「演題一覧（演題番号、演題、著
者の一覧）」が表示されます。

※件名、本文の内容は最終ではありません。【招待メール】

件名：第75回日本人類学会大会へのご招待のお知らせ

この度、『第75回日本人類学会大会』は、LINC Biz を使って
開催いたします。以下の URL から LINC Biz にご登録ください.。① URLをクリック

この URL の有効期限は、本メール配信から2日です。
URL が無効の場合は、SESJ2020online@gmail.com にご連絡く
ださい。招待を再送します。
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「ポスター発表」から自分のポスターチャンネルへ移動

1. サイドバーの「ポスター発表」をクリックすると、演題番号、演題、著者の一覧が表示されます。
2. ご自身のポスターチャンネルをクリックします。

「ポスター（演題番号、演題、著者の
一覧）」から、ご自身の演題番号をク
リック。

サイドバー

日本人類学会

【Remo入口】

運営からのおしらせ

【ポスター発表】
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２．ポスターチャンネルの確認
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チャンネル名

ヘッダー※

発表タイトル→

発表者名→

所属→

要旨※→

チャンネル名→

運営者が事前に登録

サイドバー

（この下にポスターを掲載します。）

• 登録されている内容が正しいか確認ください。
• 修正が必要な場合は、運営事務局に連絡ください。（ご自身では修正できません。）

※ヘッダー、要旨は大会によって表示しない場合があります。
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３．ポスターの投稿（ファイルのアップロード手順）

① ファイルマネージャ（エクスプローラー等）から投稿するファイルを選択
② 選択したファイルをチャンネル上にドラッグ＆ドロップ
③ メッセージの投稿ボタン をクリック （またはCtrl+Enterで投稿）

※このときに書込み欄にコメントを入力すれば、ファイルと一緒にコメントも投稿できます。
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②ドラッグ＆ドロップ

ファイルマネージャー
（エクスプローラー）

アップロードするファイルが表示されます

③クリック

タイムライン上にポスターが投稿

静止画（JPEG/PNG）のみサムネイル表示されます。
PDF,MP4ファイルはアイコン表示（下図）となります。
※アイコンをクリックすると表示されます。

①投稿するファイルを選択
※一度に5ファイルまで

(例)PDFの場合→

自分の発表チャンネル
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４．ポスターの投稿（４分割したポスターの例）

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

x

x

(1)要旨

(2)サムネイル

(3)投稿欄

【 ４分割したポスターの例】

【 サムネイルをクリックしたポスター画像】

• 右に４分割した横型ポスターの例を示
します。

• (1) は事前に委員会で掲示する要旨で
す。(2) はアップロードしたポスター

画像です。サムネイルで表示されます。
各サムネイルをクリックするとそれが
拡大されます（下図）。

• 質疑応答は (3) の投稿欄を使って行い
ます。

以上でポスターの投稿は完了です。
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５．投稿したポスターの「ピン留め」

• 投稿したポスターに「ピン留め」をすることで、ポスターをチャンネル上に固定することができます。
• 発表者はご自身のポスターを投稿した後に必ず「ピン留め」を設定してください。
1. ピン留めしたい投稿の右側の「その他のアクション」を選択
2. 「チャンネルにピン留めする」を選択

②「チャンネルにピン留めする」を選択

①「その他のアクション」を選択

「ピン留め」マークが表示されます。

【ピン留め表示例】

ピン留めされたポスターが右側に表示されます。
チャットでの質疑応答でスレッドが伸びても、常にポスターを表示しておく
ことができます。
※モバイルのブラウザの場合、デフォルト設定ではピン留め表示されません。
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タイムライン ピン留め
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【補足１】サイドバーからチャンネルを外す方法と注意事項

• 間違ってサイドバーに登録したチャンネルは「チャンネルからの脱退」で削除できます。

• 最初からサイドバーに登録されているチャンネルは外さないでください。
• チャンネル名の変更等が必要な場合は、運営事務局にご相談ください。

①サイドバーから外したいチャンネルを選択
②「チャンネル名」をクリック
③「チャンネルから脱退」を選択

①

②

③

運用に影響が及ぶため運営者以外は全チャン
ネルで下記赤枠部分の変更操作を禁止します。

サイドバーから外す手順 操作上のご注意

変更禁止
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【補足２】投稿したポスターの差し替え

間違って投稿した場合などポスターを削除する手順は以下となります。

1. 削除したい投稿の右側の「その他のアクション」をクリック
2. 「削除する」を選択 → 「投稿の削除を確認する」が表示
3. 「削除」を選択、ポスターを削除し、再度、新しいポスターを投稿する

（「3‐5．ポスターの投稿」参照）。

②「削除する」を選択

③クリック
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① クリック
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